
 

 

 

 

 第 36 回ミニ相談会を実施します。今回は、富岡町出身であり、震災後には被災地における音

楽を通した復興支援活動、富岡町の今を伝えるウェブサイト「富岡インサイド」の運営、また、相双

地区から避難されている方々のご要望に応える「相双ボランティア」の活動など、様々なことに対

応している平山勉氏をお招きし、震災当時から現在までの活動の様子や、活動を通して感じる避

難区域の今についてお話しいただきます。 

お問い合わせの上、初めての方もお気軽にご参加ください。参加の際には事前のご予約が必要となり

ますので、当センターまでお問い合わせください。 

 

～第36回ミニ相談会テーマ～ 

      

       

       

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み下

さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ

ご覧下さい。 

【日 時】    平成27年7月24日（金）      10:30～12：00 

【場 所】    いわき地域復興センター 

〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾74-8 アドレスいわき中央ビル 1F 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  10:30～11:30 

  ２．質疑・応答    11:30～12:00 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10名（※事前の予約が必要となります。） 
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【日 時】 平成 27 年 7 月 24 日（金） 10：30～12：00 

【場 所】 いわき地域復興センター 

【講 師】 富岡インサイド/相双ボランティア 主宰 平山 勉 氏  

【参加人数】14 名（男性 4名 女性 10 名） 

 

今回のミニ相談会では、富岡町出身であり、震災後には被災地における音楽活動を通した復興支

援活動、富岡町の今を伝えるウェブサイト「富岡インサイド」の運営、また、相双地区から避難

されている方々のご要望に応える「相双ボランティア」活動など、様々なことに対応している平

山勉氏をお招きし、震災当時から現在までの活動や、活動を通して感じた避難区域の今について

お話しを伺いました。 

 

 

＜第 36 回ミニ相談会テーマ＞ 

                    

 

 

 

 

 

【1】双葉郡を中心とする旧警戒区域での 

ボランティア活動 

【2】ボランティア実施の流れ 

  帰還困難区域/送迎を含む場合 

 

【3】主な活動内容 

 

【4】ボランティア活動を通して感じたこと 

 

 

 

１．講師の先生のお話   



 

 

 

 

 

［ボランティア活動の様子］ 

 

≪双葉町・富岡町・大熊町の屋根の修繕、ゴミ処理、家具搬出≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪草刈り・樹木伐採≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈講師資料抜粋〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活での

中で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・

質問等を紹介します。 

 

Q.依頼者の方からの問い合わせに対し、ボランティアを行うまで大体、どのくらいの時間がか

かりますか？ 

 A.電話をいただいてから、大体、余裕を見て一か月前から作業内容の予定を立てます。 

 

Q.ボランティア活動の必要経費はどこから捻出しているのでしょうか？ 

A.活動資金として寄付して下さる方もいます。当初は、何もない状態でしたので、機材等を揃

える際は自己負担でした。ガソリン代・燃料代がかりますが、それほど莫大な経費がかかるもの

ではないので、自費で足りている現状です。 

 

Q.NPO 法人には興味はありますか？ 

A.無償でボランティア活動をしているだけですので、興味があるかといえばございません。 

 

Q.帰還困難区域での自治体の除染は決まっているのですか？ 

A.帰還困難区域での除染はまだ決まっておりません。双葉郡の居住制限区域は国による直轄除

染であり、富岡町で 50％の除染が行われています。帰還困難区域で除染をしているのは、学校や

役場だけで、一般家庭に関してはまだ手つかず状態です。 

 

Q.一般家庭の除染に関しては放置されている状態なのですね。 

A.今のところはそうです。 

 

Q.線量の高い場所では防護服着用で作業をされるのですか。 

A.帰還困難区域に行く際は着用します。一緒に行く依頼者の方が、周囲から偏見の目で見られ

ないためにも着用します。 

 

Q.畑を所有しているのですが、富岡町では組合を作って田んぼの耕しを年に 3回行っています。

畑も同様に耕して保全しておきたいのですが、人手が居ない状態で困っています。 

A.考えましょう。実は、大熊町でも同じような話しがありました。農地保全向上の一環として、

牛を放牧し、そうすることによって牛が雑草を食べて畑を保っていくという方法もあります。 
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Q.表土を剥すには何 cm位削るのですか。 

A.国が決めます。富岡町で田んぼの草刈をしてきた時は 5cm 掘り線量の高いところでは 7cm 掘

ります。場所ごとで線量を測ってそれに応じた深さを掘ります。 

 

Q.掘った所の線量は変わりますか。 

A.放射線の溜まっている所の土を掘っているので、線量はなくなりはしませんが、だいぶ減り

ます。 

 

Q.田んぼ・畑の線量がどのくらいまで下がればよいかという基準はありますか？ 

A.その質問については難しいです。専門家ではないので、詳しいことは分かりません。 

 

Q.相双ボランティアの方は何人くらいいらっしゃるのですか。 

A.登録制になっておりまして、身分が明らかにしていただいた上で、120～130 人のボランティ

アさんが居ります。 

 

Q.皆さんお仕事を持っておられると思うのですが、いつ活動するのですか？ 

A.皆さん仕事を持っておられるので、基本は土日だけ活動をしています。 

 

Q.ボランティアの人数は足りていますか。 

A.場所によります。平均でひと月に 7～8 回活動があるうち、1～2 回は人手不足の時がありま

す。ボランティアの中でも、帰還困難区域だと（被災地を見てみたいと思うのか）すぐ手を上げ

る方もいらっしゃいます。川内村で庭木の伐採などの依頼をしますと、なかなか人が集まらない

のが現状です。その時は、川内村の地元の方で避難している方に依頼・協力をいただいておりま

す。今現在のボランティアの新規登録の方も徐々に増えているので有り難いです。 

 

Q.どの年代の方が多いですか。 

A.30 代 40 代 50 代の方が主に活動してくださっています。 

 

Q.国や県が中間貯蔵施設の建設が予定されている土地の地権者への定期的な説明会は開いてい

るのですか？ 

A.町ごとに分かれて、地権者説明会は何回かありました。 

 

Q.いわき市では焼却場の灰のうち、放射能濃度が高いものは、焼却場の脇に置いてあり、富岡

町に持っていくという話しがあるようですが、今現在はどうなっているのか伺いたいです。 

A.まだ富岡町へは運ばれておりません、双葉郡周辺と田村市が中間貯蔵施設ですが、地権者と

の話し合いが思うように進まず、順調にいってないのが現状です。将来的にはいわき市の汚染物

質は双葉郡に持っていくと思います。 



 

 

 

 

Q.相双ボランティアの今後の活動・展開についてお聞かせください。 

A.ボランティアを継続し続ける事です。そして、帰還困難区域の方達に多くの方に相双ボラン

ティアを知っていただき、一人でも多くの方の役に立てたらと考えております。 

 

Q.先ほどの話の中で、活動はボランティアで行っていると伺いましたが、依頼者の方はスタッ

フさんのお昼代やガソリン代等は出して差し上げたらよいのかと思います。 

A.一端は断りますが、依頼主さんから気持ちを無駄には出来ないので、寄付としてお預かりし、

消耗品や活動資金の足しに使わせていただく形でご了承いただき、お気持ちを受け取ります。 

 

Q.ボランティアされる側の話しを聞くのですが、全てお金がかからないと心苦しいと思う人も

いるので、会費制にするなど、活動資金がどこから出ているのか分かれば気が楽になるのかと思

います。 

A.ボランティアという奉仕活動である以上、金銭のやり取りは考えておりません。気持ちのや

りとりでしか解決できないと思っています。 

 

Q.社会福祉協議会の方との連携はされているのですか。 

A.時々やっています。相双ボランティアの活動を始める際に双葉 8 町村の社会福祉協議会は全

部周りました。最初はボランティア活動に対して断られたところもありましたが、活動をしてい

く中で住民の方からの依頼が多く、社会福祉協議会だけでは手が足りず相双ボランティアの方に

依頼が来るようになり、徐々に理解を示してくれるようになりました。 

 

Q.ボランティアの方の被曝量の度合いを伺いたいのですが。 

A.場所によって線量が異なるので一概には言えませんが、高い場所での例をあげますと、現地

に到着し受付を済ませ帰りの受付までの時間が 5 時間と規定があり、5 時間の中で一番線量が高

いところで一回の被曝量が 30マイクロシーベルトという時がありました。その数値は毎日浴びて

いるわけではないですし、場所によっては 1 マイクロシーベルトという数値のところもあり、年

間 1ミリシーベルトにはいたらないので、私的には気にする程の被曝量とは思っていないです。 

 

Q.最後にボランティア活動を継続していく上で大切なことは何でしょうか。 

A.気持ちが大切です。 

 

Q.ボランティア活動の中で得た喜びとは何でしょうか。 

A.地元の為に動く、それだけです。地元の人間の意地が心の奥底で支えになっているのかもし

れません。 

 

 

 



 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

第 37 回ミニ相談会 8月 28 日（金）10：00 

いわき平浄水場で実施致します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


